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図書館における書誌分類：ＤＤＣとＮＤＣ間の
分類対応表の作成
一総合目録データベースを利用して－
高木貞治
抄録：日本の図書館の多くではＮＤＣ分類を使っているが，洋図書の分類作業は担当者にとって非常
に負担の大きい仕事ぞある。欧米で多く使われているＤＤＣ分類とＮＤＣ分類③対応表があればこの
業務を迅速，正確にする有功なツールとなりうる。この分類対応表を３つの総合大学から書誌目録
データベースの提供を受けて，データを統合。抽出する方法で作製した。
キーワード：図書館，目録，分類，NDC，DDC，総合目録
１。はじめに
ＤＤＣとＮＤＣ鰯分類番号変換表はＮＤＣを
使用する大学の図書館実務者に永く切望されて
きたものである。それぞれの図書館の担当者は
実務の中で蓼省力化・効率化を図るために，自
らが用いている冊子体のＤＤＣに細々とＮＤＣ
を書き込んできたのではないだろうか。これま
でいくつかの文献で分類変換表の作成の可能性
や作成の方法論が語られることはあっても，実
用に耐えるだけの分類変換表誠発表されること
は今日まで無かった。そこで筆者は，何よりも
実際の目録・分類作業に役立つことを目的に分
類対応表を作成した。そのため本稿は，図書館
分類や変換表作成に関する研究”考察よりも，
作成した分類対応衷心発表を主眼とした報告と
し竃いる。各図書館で実務においてこの分類対
応表使って頂き，ご意見を頂障れば幸いであ
る。
しかし，分類については副ＬＣＭＡＲＣ等で
はＤＤＣ（DeweyDecimalCIassification）の
分類が入力されており願日本の大学図書館で
は，ＮＤＣ（NipponDecimalClassificaticn）
を使用しているところが多く，担当者が１冊ご
とに苦労して付.与しているのが現状である。
分類付与の仕事は，語学力，分類に対する理
解，主題の分析能力など幅広い知識と経験が要
求される。DDC，ＮＤＣの包括的な分類対応表
載あれば，この業務のための非常に有効なツー
ルとなる。丸山昭二郎氏はその著作の中で自動
変換作成の可能性を探っている。ｌ）しかし，
この全分野の学問，文化，科学を包有するそれ
ぞれの分類表を対照して作成するという難解な
仕事はまだ成し遂げられていない。
３．分類対応表の作成方法
これまでＤＤＣとＮＤＣの間の分類対応表作
成の試みは，数例鯵報告例があるが，いずれも
ごく限られた分野での対応表の作成または．上
位の概念のみの対応表の試作に止まってい
る率)。これは爵ＤＤＣとＮＤＣ双方の分類表を
逐一，分析して作成するという手法であったた
め，膨大な分類体系を対照し，全分野を包括す
る詳細な分類対応表の作成することが困難を極
めるためである。
ＤＤＣとＮＤＣ分類表を逐一，分析して作成
するという手法では，膨大な時間と手間がかか
２．分類対応表②必要性
大学図書館業務⑳中で，洋書の目録および分
類業務は非常に負担が大きくかつ重要な仕事で
ある。このうち目録の作業は，現在ではＬＣ
ＭＡＲＣ（LibraryofCongressMachineRead
abIeCatalog＝米国議会図書館機械可読目録）
等爵外国の図書館で作成された書誌データを参
照し，流用することで，かなり合理化され軽減
してい愚。
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るだけでなく，実際に図書分類として存在する
可能性の低いものの分類項目に労力をさかれた
り，逆に詳細な分類対応表が必要であっても，
その項目が欠落してしまう可能性が高く非効率
的である。そこで，総合目録データベース中に
存在する図書の書誌データを利用して作成する
方法を考えた。総合目録データベース中の１件
ずつの書誌データからＤＤＣ分類とＮＤＣ分類
の両方が記載しているデータを取り出し，これ
によって分類対応表を作成するのである。この
ように，これまで作成された１件ごとの書誌
データからの抽出作成という手法を採用するこ
とで，より正確で網羅的。実用的な対応表を作
成することができる。
いるのでデータの提供をお願いした。熊本大学
および九州大学は筆者の所属していた機関で
あったので，データの提･供が受けやすかったこ
とによる｡）
５．この分類対応表の使用に関して
本稿の後ろにＤＤＣ２０版とＮＤＣ８版の対
応，ならびにその組み合わせの出現回数からな
る分類対応表を付している。実際には，すべて
のデータは8301組（データ数13035）存在す
るのであるが瓢これをすべて掲載す巻とこの表
のように３段組でプリントしても８７ページの
膨大な表となる。そのためここでは出現回数が
４回以上鰯ものに限定して460組薊５ページ分
のものだけを掲載している。実際の分類作業に
おいては，ここで鯵出現回数が１回のものでも
＋分参考になると考えられる。そこで，実デー
タをＷＷＷ上で公開しているので（注’八
実務ではこちらをご利用頂くか，もしくは筆者
まで分類対応表を請求頂きたい。
この分類対応表を見ていくと，あるＤＤＣ分
類のものに対して様淘なＮＤＣ分類が付与され
ている。出現回数が多いほど確率的にはその分
類ｶﾇ該当する可能性が高くなる。しかし，より
多く出現したものが該当する図書の分類に必ず
しもふさわしいとは限らない。これは丸山氏も
指摘している主題スイッチングの限界である。
丸山氏はこのことに関して，『適切な主題ス
イッチングを行なうためには，変換プロセスの
途中に，人が介在し強くてはならない」と述べ
ている4)。私も同じように，分類の完全な自動
変換については否定的に考えている。それは，
ある図書や論文には１つの分類には納まりきれ
ない主題や概念があり，またそのどの面を第１
分類として捉えるかについては，国や分類を行
なう立場や人によって様々に異載ってくるから
である。そのため，図書の分類作業にあたって
は，経験をつんだ図書館職員が介在する必要性
を強調しておきたい。ここで作成した分類対応
表は，分類作業を正確化・迅速化するための，
一つのツールとして考えて頂きたい。このた
め，分類対応表は端末上での自動変換システム
等に載せるよりも，一覧性に優れる紙媒体の方
がふさわしいと考えられる。それはこの表を用
４．分類対応表作成のための書誌データ
学術情報センターのNACSIS-CATを調べ
てみると爵ＬＣＭＡＲＣ等を流用して作成された
洋図書書誌データにはほとんどＤＤＣ分類が付
与されている。これに，所蔵する大学図書館が
ＮＤＣ分類をつけ加えたものがＤＤＣ分類と
ＮＤＣ分類の両方の記載がある書誌データのほ
とんどである。実際はこういう書誌データは確
率的には少較い。所蔵データにはローカルの
ＮＤＣ分類を登録していても，書誌データに
ＮＤＣ分類を追加登録する図書館は少ないよう
である。しかし，分類対応表作成の母胎となる
書誌データカ:，飛躍的に増加しつつあり，
DDC20分類とＮＤＣ８分類に関しては，実用
に耐えるだけの分類対応表が作成できたと考え
ている。
当初は，このNACSIS-CATの書誌データ
を利用するつもりであった。しかし，学術情報
センターとしては，目録作成以外の目的で書誌
データを提供することはできないということ
で，これは断念せざるを得なかった。そこで，
いくつかの大学に協力を依頼し，それぞれの大
学の図書書誌データを譲り受け，それを書誌
ＩＤで統合して分類項目を抽出し，分類対応表
を作成することとした。今回は，金沢大学・熊
本大学・九州大学の協力を得て，書誌データの
提供を願い，本分類対応表を作成した。（金沢
大学はNACSIS-CAT参加当初から積極的に
洋図書書誌データにＤＤＣ分類を付与してきて
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／､０９ .
/
､ 8.
9.1
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8
19.8
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31.19
.
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3
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38.9497 32二393
339
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鯨.
/､１１ ３ Ｌ
341.4/8 29-21
341.7/5 .
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335-57
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/ 24.933
Ｑ ６
」/､ 84.02
３
498.1
62.6 9.26
9.1
63.7 519
26.3
. / 71.6
」1／ Q
7３
71.6 ６
. 371 3
37,.19/､9 ．３
0/､１ 71.1
/､95 72.1
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OQ 74
3 375-19
378.4 ７７２３ ４
3, ７
/､｡､
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ＤＣ２０ＮＤＣ３ｃｏｕｎｔ ＤＣ２ＤＮＤＣ８ｃｏｉｍｔ ＤＣ２０ＮＤＣ８ｃｏｕｎｔ
510/」2１ 410.1 514/２４401／､4３ 8，１．２ 心ロ ４１５．７ 1２
401入９ 51,/-７801.04 1１ ４１，７ 届、 514/､３ 4t５．７ 凸Ｏ▽．
4ｍ／９３ 510/､7１8０１．０４ 1７ 3７５．４１ 514/､7２４ ４１５．５ ４
５１０/_7１ 514/､7４410 8０１ 2１ ４１０．７ ４ 4１５５ 1町
７ ５１１．３ ４１０－９６ 514/-74４１｡ 8０１－０９ ロ迫 ４１５．７ Ⅲ
410/」 8０１ ４ ５１１： 0,7.1 肘 515 413 畷
414 8０１１ 1６ ５１１患 4１０９ ４ 515/２２９ 413-5 、⑪』
５１１３/2２414入６ gＣ１ｊ ４ 410.9 ６ ５１５/２４３３ 41359 1,1
５１１／､４ 515/２４３３1３２ 418-1４Ｔ５ ８０１_匠 唇 4１３５ 底■
５１１入５４１５ 8０１０４ ４ 4１５７ ４ 515/,2433 ４１３－５４ 【、
５１１／､６417/-７ 后、 515/,3５1蜘腿 4１１．２２ 10 ４１３．６ 3３
417/,７ ４ 512 515/,352801-09 ４ｍ ５ ４１３．６ １１。■■⑰
418/,007 1０ 5129/434 4１１－３ !Ｉ 515/､3528０７ ４１３．６２ ：
512/,２418/､0２ 801-7 ７ ４１１３ 3１ 515/-358 413.63 4５
512/２4HHS Bi6H8 1， ４１１．６２ 上田一 ５１５/-３５３ ４１３．６ 1０１
423/,１ 512/２8３３５ ５ ４１１．６４ 515入4２席 ４１５３ ４
512/２425 835 石印 ４１１．６３ ４ ５１５/-42 ４１５－５ ４
８３５ ４ 釧２／２４ ４１１－６ 515/､5５4２８２ 笛 ４１３燭 田の
512入３４ 515入6４４７Ｆ 892 ４１１.聴 ７ ４１３－９ 層
４ 512/,４491-6 893.1 ４１１７ 515/､７'○ 415.5 10
512/,４4９２ 8２９．７ ４ ４１１．７２ U「詑一 515/_7２ ４１回 ４
492/,7７ 512/,５8２９．７６ ４ ４１１－３ 515/､7241０ ４１５６ 嘱口
４ 512/､5５4９５－６ 810 ４１１６ 515/､72421肘 4１５５ 1１
5０１ 4０１ iｉｉ ５１２／５５ ４１１－６８ 515/-72461２ 415.5 日
512/､5５ 515/_7３508 402 由０ 415.5 ： 4１５５ ５
眉 512/５５ 515/､782Bfmg 4,2 4１１７ ４ ４１５応 ４
扣 ５１２/､錨 515/,８510 410 4１１．７６ ４ 4１３５１ ■０－
512/､７副１０包 410.8 １０２ ４１２ 11 515/､９ 41352 1７
５１２入7２５１０ｓ 410-8 2１ ４１２１ § 515/､9４ 4１３５８ ７
512/､7３510ｓ ４１５７ ７ 4１２３ ５１５/９４３ ４１３－５２ ４
： 512/､7４ 515/９８副１０日 ４１５．５ 412.2 1４ ４１門蝦 ４
51,ｓ ４１３６３ ５ ５１弓 4１５７ 1３ ５１６ 414 ７
514／２51,ｓ ４１１６ ４ 415-7 516.3/５1田 4１１．８ 2４
514/２５１０ｓ ４１１＄ ４ 4１０８ ４ ５１６．３/５ ４１４－７ ５
514/２２４５１０遇 ４１４．７ ４ 415-7 欣白 ５１６．３/5２ 4１１．８ ．■公
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ＤＣ２０ＮＤＣ８ｃｏｕｎｔ ＤＣ２０ＮＤＣ８ｃｏｕｎｔ ＤＣ２０IWDC8count
539.7/２516.3/5２ 4１４５ ４ 429-6 ５ 6２９．１１ 548.9 １１
516.3/5３ ４１１８ ４ ５４１２／８ 4３１－１９ ４ 629.8忽 548.3 四日
516.3/６ ４１４フ 麹 ５４３ｓ 433 629.8/312５ 548.3 2７
５１６３/6２ ４１４．７ 1４ 5４７ 4３７ ４ 629.8/９ 548-3 ４
516.3/7３ 4１４８１
びり 547.2 434 ４ 6298/9２ 548-3 1，
547/、５5１６－９ 414& 日 437.18 1７ 649/」 3６７３ ４
547/２5１９２ 417］ 7０ 4３７．０１ 1０ 6５７ 3369 Z
佃 550 45□ 657/４５5１９．２ 417 ４ 3３６．９７ ５
４ 551.6 451-8 ５ 6５８．３5１９２ ４１８－隅 3３６－４ 1０
551.6/353 6584/Ｑ1２519.2/3３ 4１７－１ 2１ 4５１．２ ４ 3３６１ 5
658.4/0３5５１－９副１９２/４ 4１７．１ ７ 450.13 ４ 3３６－１ ５
574.19/２519.2/8２ ４ 464 ■⑪ 658.4/03534１７．１ 3３１．１９ ４
57419/214 658.4/○６519.3 ４１７．２ 2０ 4６４８ ４ 3３６２ ４
西、 5$〃４５ 46旧 741.6/74/０７ 7２７－６５１９．４ ４１８．１ 1６ ｈ⑭
4７４７１574.5/0１29 46円 ４５１９．は ４１７
780/_８９ｓ 7６２5745/248 ７辰●． 46隅 ４519.5/3５ 417
7８１．６６ 764.7 ４574.87/3282519.5/3６ ロロ． 4６４２７ ４４１７
7８２４２１６４ ７６７．８ ５、①． 副7旧 4６７ 凶５１９．５/４２ ４１７
78242166/0 ７６７．８591.1／８８ §４ 4９１３７ ４519.5/4２ 4１７．６
鑓６１１／、1８ 4９１．１１ ４519.5/4４ 417.6 ■、
801／２５ 901-4 爪□．612.8/２５ 4９１３７１ Ｈ519.5/５ ４１７．６
801／-95 9１０１ ４６１２８/2５ 4９１３７１ ４530］ 4２１．５ 塩、
808/､0０１４ 9０１ 己■ＵＰＩし616-07／９ 4９１８ ７4２１．２ 酉、53○.１ハ
8０９ 902 公620.1／０６2７ 423.8 ４530.1／２ 4２１．３
８１０．９ 9３０．２９
鷹心620.1／1２６ 501.32530.1／2４ 4２１．９ 四℃ １０■甲■
810.9/ODS 930.2円 ７62ｕｌ／３６ ５１１－７530-1／３ 4２１．４ 1３ ｢６
81G.9/355 9３０２９ ４621.36/６ 5４９９５ ロ頂⑭530.1／４ 4２１．３
ＨＩＯ､9/８９６０７ 9３０．２９ ４621.36/７ 0０７．１ R530.1／4３ ４２１函 ３２
昭６２１３６／澱 5１２７ rＢＩＵ530.1／435 4２１３ 息
810.9/975 930_醸 豚621.381／5２ 549.8 ４530-1／５ 4２１５ 1ｍ
ＢＴ１／-３ 9３１ §６２１．３８ｉ５/２ 549.隅 砥０５53,4／１ 4２８．４
８１１／,４ 9３１ ■□621382/２ 547.1 1７530.4/４ 427．【６ 1２
８１１／､5４ 9３１ ４６２１４０２/２ 5０１２６ ：423-Hｉ 函、鑑1２
８１２／５２ 9３２ ４621-8／9536/-７ ４ 5３１８ １日■ご℃4２３５
9３３８１３／２ ４： 6241／７ 5０１３４ ５５３７．６／２３ 4２７－４
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ＤＣ２０ＮＤＣ８ｃｏｕｍＤＣ２０ＮＤＣ８ｃｃｕｎｔ
910/、１ ４813入３ gRF8 閏５ 290.1
91Ｇ'２８５ 290.1 ４813/-３ g3u28 1４
1９ 930.1 2U2燭 11813/４ 93028
930.1／0１ 2０２５ ４813/４ 砥麗 1８
93フ 懸麗 久一■ｒ，813/５２ 9３０２８ 田８
937/、5/､9２ 131.8 ４813入5２ 933 3０
94404 235,6 １５813/､5４ 鑑滞 4i８
944/､､3４1５ 235.05 旨813/_5４ 9３０２８
９４フ 31;919 償■●．８１３／､5409 ９３患
949.7 2392 ４818入409 93028 ■▽
949.7U2/４ 2393 【：930.2 ４820.9
浴□ 9５６０４ 3１９２８ ４820.9/００３ 930.25
g2ug/DDB ９３０２６ ４ ９７脇 増纏８ 閉
B21A3 ■●．9３１
821／,４ １０9３１
821／-４ 野8m】鰹＆ 疽刀
821／,７ 1m「9３１
821／､８ 93Ｃ･灘 ｎ口．
821／Ｂ 日9３１
821′､912 ４9３１
8223/３ 熟’BXF2
822/､309 ４9３２
４823.912 93%
823/､８ g3u28 Ｈ
823/,８ ７蛎路
823/９１２ 930.28 3４
823/､912 1２933
'823/､914 Bｉ933
823/､914 93,題； ｢ニロ
ピ873入0１ 9９２
833/_０１ ４9９１．１
913.6 ４895.6/3５
59０１ 2⑪1-1
9,982 2C9-75 Ｆ
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いて図書館職員が分類作業を行う場合，その隣
接する分類の対応を考慮することが重要である
からである。
と積極的に書誌データの分類項目にもＮＤＣ分
類を付与して頂きたい。より多くの図書館が書
誌データにＮＤＣ分類を付与し，そのデータを
分類対応表の作成に生かすことができれば，さ
らに詳細で正確な分類対応表の全国規模での共
同作成への道が開かれる。その分類対応表がま
た日々の分類作業のツールとして還元すること
ができるだろう。各図書館。担当者の方のご理
解を頂き，次はより詳細な分類対応表，ならび
に現行のＤＤＣ２１版とＮＤＣ９版の分類対応表
の作成を目指したい、
６．この分類対応表の今後の展開について
この方法で分類対応表を作成するにあたって
は，その母胎となる書誌データの量と質がもっ
とも重要な要素と載る。分類担当者によってそ
の書誌ごとに付与された分類は時として誤った
ものである可能性もあり，またＤＤＣとＮＤＣ
で異なった側面の主題を第一分類としているこ
ともあることが考えられる。しかし，このこと
に関しては「質は量より生まれる」の原則がこ
の問題を解決してくれると考える。ＤＤＣ：
ＮＤＣの対応したデータの出現した回数の多い
ものほど確立的に該当する主題となる可能性も
高く，２つ以上の側面を持つ主題をもつものに
関しても，対応表の中に出現している可能性も
高い。その場面で担当者の判断によりもっとも
適切なものを選択して付与することができる。
今回は，提供して頂いたデータ中，最も分類
の組み合わせの蓄積量が多いＤＤＣ20版と
ＮＤＣ８版の分類対応表を作成した。しかし，
これでも各大学図書館で登録している洋図書の
ごく－部にすぎない。洋図書の所蔵データには
多くの図書館が高い確率でＮＤＣ分類を付与し
ていることを考えると，各大学図書館でももつ
汪
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